
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

株式会社カルラに対するシンジケート・ローン組成について 
 

News Release 2023年 9月 27日 

七十七グループは持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。   もっと、ずっと、地域と共に。 

株式会社七十七銀行（頭取 小林 英文）は、株式会社カルラ（本社：宮城県富谷市、 
代表取締役 井上 善行、以下「当社」）に対して、当行を主幹事（アレンジャー）と 
するシンジケート・ローンを組成いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
当行では、今後ともお取引先企業の多様な資金調達ニーズに積極的に対応すると 

ともに、地域社会の持続的な発展に貢献してまいります。 
 

記 
 
１．本件概要 

当行は、当社の安定的かつ機動的な事業運営に必要となる資金調達を引き続き 
支援するため、当社の営業基盤である東北地方に本店を構える地域金融機関による 
シンジケート団を組成し、本シンジケート・ローン契約を締結いたしました。  

（１）契 約 額：５億円 
（２）契 約 形 態：タームローン 
（３）契 約 日：２０２３年９月２７日 
（４）資 金 使 途：運転資金 
（５）アレンジャー兼エージェント：七十七銀行 
（６）参加金融機関：七十七銀行、岩手銀行、秋田銀行、青森銀行、東邦銀行 
 
２．株式会社カルラの概要 

当社は、ファミリーレストラン「和風レストランまるまつ」のほか、かに料理店や 
日本そば店など、東北・北関東地域において計110店舗（注）を運営している飲食事業
者です。特に、当社の主力業態である「和風レストランまるまつ」は、いつでも、どこ
でも、誰にでも利用できる食の場の提供をコンセプトとしており、各地域において多く
の支持を得ております。 
（注） ２０２３年９月現在  

（１）代表取締役：井上 善行 
（２）本社所在地：宮城県富谷市成田九丁目２番地９ 
（３）設    立：１９７２年６月 
（４）資  本  金：５０百万円 
（５）事 業 内 容：「和風レストランまるまつ」等の飲食店運営 
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※シンジケート・ローンについて 
アレンジャーが中心となって融資条件を決定し、複数の金融機関でシンジケート団を組成 

する融資形態です。企業にとっては、同一の借入条件のもとで多数の金融機関との取引窓口 
が一本化されることにより、資金調達に伴う事務の簡素化、効率化が可能となります。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
以 上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     －２（終）－ 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals） 
2015年9月に、国連に加盟する全ての国が全会一致で採択した国際目

標であり、17のゴールと、169のターゲットから構成されています。 
七十七グループは2020年7月に「七十七グループのＳＤＧｓ宣言 ～ 

もっと、ずっと、地域と共に。～」を表明し、ＳＤＧｓに対する取組みを
更に強化するため、2021年10月に「ＳＤＧｓ実践計画」を策定しました。 

（関連するＳＤＧｓ） 


